


“1. 2の 3.. 

野球の打法と音楽の奏法には多くの共通点が見られる。

野球の球はつまり人の声、楽器の音である。パッタ ーがホームランを

打つためには、力まず球をパットの芯に当てることだという。

ホームランを打った時の感覚を落合選手は、フワー yとして、何となく

物足りない感じだという。物足りない感じがするのは、力んでいないか

らであろう。そしてパットの芯は奏法で求められる響きのポイン卜に

言い換えられる。脱力によって捉えた響きのポイントから発する音は、

ホ ルの中で並かに響く。落合選手は巨人の高橋選手の芯を捉えた打法

について、高橋選手の打法の凄さは“1， 2の3"つまりつ，2 ， 3 "で

はなく、 2と3の聞に 「の」がはいることにあると語る。

この 「の」というのは 「悶」のことで、悶の中で、溜めを作ると同時

に客観的に球質を見極めているという。これは正に奏法の真髄でもある。

いい音をつくるときに必要なのは、こ白溜めと客観性なのだ。

これは音楽人生にも当てはめられる。 1，2 (学生時代)の後に果た

して 「の」があったであろうか。 3(演奏)が楽しみである。

フェリス女学院大学音楽学部学部長渡漫 明

本日はお忙しい中、Fグル プのコンサートにお越し下さいましであ

りがとうございました。

在学中は、先生方から沢山の音楽教育を受けた私達も、卒業後は自分

の頭と心で音楽を求めて行き、そこには終わりがありません。

そして音楽家にとって最も大切な演奏の場を出来るだけ多く作る自がF

ク'ループの役目だと思っております。

今日出演の方々も一生懸命がんばっております。どうぞこれからも応

援をよろしくお願い致します。

Fグループ全長中田幸子



プログラム

独 唱石田万智 (48回生) 伴奏団ロ涼子 (48回生)

シューベルト ガニュ メー卜

ミューズの子

メンデルスゾ ン 恋する女の手紙

夜白歌

独 唱斎藤定子 cl2回生) 伴垂熊本美也子 (j7回生)

信時潔 [沙羅J 詩清水量道
1 丹沢 5 税
2.あづまやの 6 行々子(よしきり)
3 北秋の 7 占ふと
4 沙羅 8 ゆめ

2台ピアノ 第 1ピアノ 田村都子 (32回生) 第2ピアノ脇谷敦子 (32回生)

ラヴェル スベイン狂詩曲

1.夜への前奏曲

2 マラゲーニャ

一一 休 憩 一一

3. '、Jてネラ
4 祭り

ピアノ独奏団口 純子 (24回生)

チェンJ守口

独 奏

ドビュッシー 版画

I塔

Eグラナダの夕暮れ

皿雨の庭

喜びの島

山名朋子 (33回生)

J.Sパ yハ前奏曲とフーガ 鎚ハ短調 BWV849

弦楽合奏 Fグループ・アンサンプル指揮久山恵子

レスピーギ リュートのための古風な舞曲とアリア第3組曲
l イタリアーナ 3. '/チリアーナ
2 宮廷のアリア 4 バ yサカリア

J.Sパッハ アリ ア・管弦楽組曲第3番 BWV1068より

ヴァイオリン 岡崎光子(l1回) 日比野容子(14回) 中尚美代子(15回〕 斉藤吉普段(16回)

山本久美予(17回) 福井 直美(20回) 柴田柴和子(21回〕 島田友香子(21回)
篠原純子(24回)犬飼美奈(48回)中川里奈(48回)

ヴィオラ植村映子(15回〉神原直子(15回)守本純子(20回)島尾倭文子(賛助出歯)

チ ェ ロ井上雅代(費助出演) 中 固 有(賛助出演)

コy トラパス赤池光治(賛助出演)

チA ンパロ山名 朋子(33回〕



石田万智 (第48回卒)
フコιリス女学院大学音楽学部声楽学科卒業。在学中、学内特別演奏会オーケストラ協演の夕べに出演。回中
奈美子氏に師事。
このような演奏会に出演させて頂ける・に大変感謝しております。 ドイツリートは素晴らしい跨と美しい縫
得が密接な関係を持つ釜補歌飽です。その跨は自然との崎らいやあこがれであったり愛する者への秘かな思い
であったり、現代に生きる私還をふっと美しい世界へと導いてくれます。そして美しい音楽によってより深〈
私逮の心に響かせます。
そんな音楽を演奏する喜びと感謝を胸に、ぺ」、を込めて演奏します。

田口 涼子 (伴奏者)(48団事)
フ五 リス女学院大学音楽学部器楽学科卒業。
在学中器楽科優秀賞受賞。聞大学卒業記念演奏会に出演。 第69回読売新人演奏会に出演。
第15回かはがわ音楽コ ンク ール第 2位入賞。
同入賞記念演奏会に出演。 大島君子、宇野紀子の各氏に師事。現在同大学大学院音楽研究科修士観程在学中。

斎藤定子 02回卒〉
フェリ ス女学院短期大学音楽科卒業。 合長治子、田中伸枝、江口元子、ク リスチャ ン デ プロ イン、 回口
久仁子の各氏に師事。 第31回読売新人演奏会出演。ドイ ツ歌幽や日本歌幽を主流に研績をつみ、過去6回の リ
サイタルを静岡市、富士市等て官司催。その他数多く の演奏会に出演。近年は主に、お客様と 体化出来る様な
サロ ンコンサート的伝ものに重点を置いた演奏活動を行っている。
若い頃だったら、おそら〈選幽しなかっただろうと思うこの信時潔の 「沙綴」は、幽が大変地味ではあるカ九
位律のνンプルさに加えて、金8幽を通して俊われている 所謂 「やまとことば」の美しさ 味わいの深さに
魅かれ今回あえて取り組んでみました。各組の鐙きが各々異なり、ある幽は墨絵の渇淡を表している様だった
り、又ある胞は狂言風であったりと、私なりの幽作りに四苦八苦・・・さて どうなりますか。

熊本美也子 〈伴奏者)(第17回卒)
フ.リス女学院短期大学音楽科卒業。同専攻科修了。 故三宅洋 郎氏に師事。ゾロ ・デユ方、 伴奏等の演奏を続けている。
横浜音楽文化協会、日本バイオミュ ジック学会会員、フ五リス音楽教室携師。

田村郁子 (第白団卒)

フ.リス女学院短期大学音楽科卒業、同専攻科修了。山岡優子氏に師事。神奈川県新人演奏会出演。平塚音
楽家協会会員。フ ι リス音楽教室甥師。

脇谷敦子 (第32回卒)
フ&リス女学院短期大学音楽科卒業、同専攻科、研究科修了。故三宅洋一郎氏に師事。在学中、学内演奏会
にてオ ケストラと箇演、醍克、NHK新人演饗会出演。フ&リ ス音楽教室誘師。

デ 孟オ歴
共に ソロ伴奏活動の他、各地での演奏会にデュ オで出演。久保浩氏、安藤友侯氏に師事。固酔 ピアノデュ オ
協会会員、繍浜市民広開演奏会会目。

私逮はアンサンプルの楽しさにとりつかれています。自分の音楽を静かに燃やしながらも、お互いのやりと
りの中で、いつしか相手の奮に惚れ、相手が気持ち良く歌える事を考えています。これはフヱリスの精神Fo，
otherslこ通じるのではと是近感じているのです。
今春私還が訪れたスペインの夜は、深まるほど人々が活気づき、このまま明けないのではと思える不思

臓な時間でした。
この私遠の様々な想いを演奏で表現できたらと患っています。

-
M
h

の
つ

J
t
F
tド

措
噛

t

ン

ア

ヘ

事

力

~γ

ラ
刊

一

演
ン

シ
フ
N
タ

。
た
ガ

見

。
、
ニ
闘
い
ル

卦
業
会
ぺ
揚
だ
オ

。
刊
町
卒
楽
の
部
た
や

事
ョ
で
音

ン
学
い
ノ

師

入
)
薦

ル
楽
て
ア

に
ラ
状
推
ホ
音
せ
ピ

氏
ク
貨
堂
、
学
か
ト

両
一
等
楽
ラ
大
弾
一

の
ウ

1
音
ア
院
で
サ

弘

・
(
立
グ
学
ル
ン

高
ル
リ
県
ナ
女

}
コ

田
セ
プ
川

・
ス
ホ
ル

圃
ル
・

奈

レ
リ
小
フ

、
マ
エ
神
ド
五

民
い

子

、
ミ
、
ン

フ
県
し

瑛
ル
ル
他

γ
、
、
ら

。

原
一
プ
の
の
在
後
晴
ん

塚
ア
を
ル
ロ
現
圏
直高
せ

故
ル
楽
タ
孟
。
帰
に
ま

。
ウ
内
イ
チ
演
ら
ル
れ

了
ト
室
ザ

、共
か
で
り

修

・
と
リ
は
と

リ
ホ

い

科

ン
ノ
主
で
等
パ

の
は

攻
モ

ア
臼
野
氏

、綬
に

専
イ
ピ
ば
分
各
時
母
ず

同
レ
。
後
の
厳
た
は
わ

。
を
事
国
楽
滞
し
で
願

業
ノ
師
帰
内
古
ま
今
を

卒
ア
に
。
室
の

し

展

科
ピ
氏
催
た
ン
致

。
舞

楽
て
各
閣
ま
リ
け
た
る

音
に
の
ル
。
オ
受
し
な

学
院

エ
タ
演
イ
お
ま
い

恥

大
楽
キ
イ
出
?
を
し
大

田
畑
音
ス
サ
に
ヴ
額
出
の

羽
海
等
バ
リ
等

、依
い
校

第

即
高

・
て
ル
国
ご
思
母

(
学
立
リ
に
タ
昌
の
く
の

子

女
国
ネ

↑
イ
金
会
し
後

暗

ス
リ

、
ロ
サ
の
費
か
今

i
リ
バ

ン
ウ
リ
ト
潰
つ

、
モ
ド
の
一

の
な
り

口

フ
仏
ユ

一
後
ル
こ
を
お

国

渡
デ

γ
午
フ

事
て

山名 朋 子 〈第泊四卒)

フェ リス女学院短期大学音楽科〈ピアノ専攻〉卒業。同専攻科、研究科卒業。隼島イ子緒子、字野紀子の両氏
に師事。卒業後チェンパロを始め、19削年古楽コンク ル山梨 (チ孟ンパロ舗3門)第 3位に入賞。1990年より
オランダ政府給費留学生として渡欧。 7ムステルダムのスウェーリ ンク音楽院チェンパロ科と フォルテピアノ
科をそれぞれソリ ストディプロマを取得し卒業。渡il:J間生、G ・レオンハル ト、 S・ホ ホラ νドの各氏に師
事。 1曲6年帰国。

久山恵子 (指偶者)

桐朋学園で斎鎌秀雄氏に、指銀法及びオ ケストラの指導法を学手。ジョ グ・セル、ストコフ スキ 等にも師事し、海外で
研綬 ・活躍の後、 帰国。プロのオーケストラの指慢だけではなく、地方や大学のオーケスト ラにも数多 く客演し、演奏会、TV、
放送と紹広く活闘している。 1998年 1月より Fグル プ?ンサ ンプル指簿者。

Fグルー プアンサンプル
今回は、久山恵子先生街郷のもとでの、初めての演奏会です。先生の厳しい御指摘で、自分自身の苛をE しく聴く事、音程や
轡きを合わせ、 リズムを合わせるア ンサンプルのき革本について、私品 の甘さを自覚した所から、今回の演奏会に向けての練習が
スタ トしました。 40代、50ft、仕事に家庭に様々な変化の多い時期ですが、名古屋、仙台、目立等途方からの蓄参加者も含め、
メンバー各々が、月に 1度の練習を大切に位置づけ、積み重ねてきました。今春から 2人の新本業生も加わっています。音楽を
愛する気持、合奏する喜び、そして亡き恩師久保問良作先生から多 くを学んだ、ヴァ イオリ ンを美しく管かせる事へのあこがれ
が、メンバー共通のベースになっています。低音部を支えて下さる賛助出演の皆さん、通奏低音の山名さん (32回生)共々、久
山先生の指揮に心を合わせて、美しい音楽を表現したいと恩います。




